
a. 上支柱Aを高さ追加支柱にねじ込みます。
b. 高さ追加支柱を上支柱Bにねじ込みます。
左右の支柱に組み付けます。

内ねじと外ねじの向きを右図に合わせ、それぞれ
の支柱をしっかりと奥までねじこんでください。

天井の高さが250cm以上 ～ 300cmの場合天井の高さが250cm以上 ～ 300cmの場合

取扱説明書

禁止

必ず守る

注 意

●次の物を付着させない
・消臭剤　・酸性洗剤
・芳香剤　・アルカリ性洗剤
・化粧品　・油脂　・整髪料
・有機溶剤（ベンジン、シンナー類）
など
変質や劣化の原因になります。付着し
た場合は直ちに取り除いてください。

●押さえたり、引っ張ったり、強い衝撃
を加えたりしない
変形、破損の原因や、支柱ごと倒れる
ことによるケガの原因になります。

●指定の用途以外で使用しない
破損やケガの原因になります。

●次の場所で使用しない
・屋外や直射日光の当たる場所
・燃焼器具や発熱器具の近く
・高温で多湿になる場所
・低温になる場所
反りや割れ、変形、劣化の原因になります。

●製品の転倒原因になる場所では使用しない
・斜面や湾曲面、凹凸のある場所
・和室の天井や畳、じゅうたん、クッショ
　ンフロアの上

●耐荷重を超える重さのカーテンを掛け
たり、カーテンパイプに衣服などを掛
けたりしない
変形や落下して破損する原因になります。
※耐荷重は取付幅、取付面（天井/床面）
の状態や取付方によって下がる場合が
ありますのでご注意ください。

TNP-40WH　つっぱりカーテン間仕切り マットホワイト
TNP-60WH　つっぱりカーテン間仕切り ワイド マットホワイト

●カーテンはゆっくり開け閉めする
カーテンを勢いよく開け閉めすると、
破損や転倒の原因になります。

●定期的に取付状態を確認する
変形や破損、ゆるみなどの異変を見つ
けることができます。
初回取付時から2～3日後に確認し、
その後は週に1回程度で圧着状態を確
認してください。
圧着力が弱いときはグリップを回して圧
着力を増してください。
変形や破損があった場合は、直ちに使
用を中止してください。

●下地のしっかりした場所に設置する
本製品は、支柱を天井と床に強力に圧
着して取り付けます。下地の弱い所に
設置すると転倒の原因となったり、天
井を破損する恐れがあります。
やむをえず弱い所に取り付ける場合は、
破損を防ぐため、市販の木板などで補
強することをおすすめします。

●組み立てと設置は大人2人以上で行う
1人で行うと転倒や破損、ケガなどの
原因になります。

●定期的にお手入れをする
「お手入れ方法」の内容に従い、定期
的にお手入れをしてください。

●製品異常が発生した場合は使用中止する
破損やひび割れなどの異常が発生した
場合は、ただちに使用を中止してくだ
さい。

●支柱に指が挟まれないよう注意しなが
ら作業する
組立時や設置時に、予期せず支柱が勢
いよく伸縮するおそれがあります。
指が挟まれてケガをしないよう、十分
に注意してください。

・キャップ内側のツメ（4か所）が引っかかるよう、
バネケースをしっかり奥まで押し込みます。

・2個ずつ組み付けます。

キャップをバネケースに取り付ける1

●取付場所の強度を確認する
本製品は強力な力で接地面に圧着して取り付けます。石膏ボードなど十分な強度を得られない
場所で設置すると、転倒や破損の原因になります。

●十分に広い場所で組み立てる
床が傷つかないよう緩衝材などを敷いて保護してください。

●伸縮支柱のグリップの端部を「スタート線」に合
わせる
グリップを「ゆるむ」方向に回して戻し、端部を
「スタート線」の手前付近の位置に合わせます。

●上支柱Bの支柱固定ねじを緩める
ねじ部の先端が支柱の内側に出なくなるまで、
反時計回りに回して緩めます。
ねじ部の先端が飛び出していると、伸縮支柱
の連結時に傷がつく原因になります。

●カーテンパイプ（太）Aの固定ねじ（2個）を緩める
ねじ部の先端が内側に出なくなるまで、反時計
回りに回して緩めます。
ねじ部の先端が飛び出していると、伸縮支柱の
連結時に傷がつく原因になります。

●グリップは必要以上に緩めない
破損の原因になります。

注 意

禁止

キャップ

バネケース

ツメ

端部

スタート線

グリップ

つっぱり ゆるむ

固定ねじ

ねじ部緩める

緩める

支柱固定
ねじ

ねじ部

・上支柱Aを上支柱Bにねじ込みます。
・左右の支柱に組み付けます。

上支柱を連結する8

カーテンパイプを上支柱Bに取り付ける7

確認確認

しっかりと奥までねじこんでください。

確認確認

しっかりと奥までねじこんでください。確認確認

しっかりと奥までねじこんでください。確認確認

それぞれのパイプをしっかりと奥までねじこんでください。確認確認

天井の高さが190cm ～ 250cm未満の場合天井の高さが190cm ～ 250cm未満の場合

グリップ

キャップ

伸縮支柱

・キャップ内側のツメ（�か所）が引っかかるよう、
グリップをしっかり奥まで押し込みます。

・2個ずつ組み付けます。

伸縮支柱のグリップをキャップに取り付ける3

カーテンパイプ（太）を連結する4

ツメ

a

a b

・バネケースを上支柱Aのねじがない方に押し込
みます。

・2個ずつ組み付けます。

バネケースを上支柱Aに取り付ける2

上支柱A

ねじがない
ことを確認
する

上支柱A

高さ追加
支柱

外ねじ

内ねじ

上支柱A

●水のかかる場所では使用しない
●水につけたり、水をかけたりして丸洗

いはしない
さびが発生する原因になります。水ぬれ禁止

お使いになる人や他の人への危害、財産への侵害を未然に防止するため、ご使用前によくお読みのうえ、
正しく使用してください。

安全上のご注意　　必ずお守りください安全上のご注意　　必ずお守りください

●表示の説明　　誤った使いかたをしたときに生じる危険や損害の程度を区分して説明しています。

●図記号の説明　お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。（下図は一例です。）

使用者が重傷を負う可能性が想定される内容です。

使用者が傷害を負うことや、家屋・家財などの物的損害が発生する可能性が想
定される内容です。

してはいけない「禁止」の内容です。

警 告

注 意

必ずお守りいただく「指示・強制」の
内容です。

●このたびは、平安伸銅工業製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
●本製品は釘を使わずに取り付ける圧着式つっぱりカーテンポールです。
●本製品は家庭用です。業務用として使用しないでください。
●ご使用前に本書をよくお読みいただき、正しく使用してください。
●取扱説明書をお読みになった後は、必要な時に取り出してお読みできるよう、大切に保管してください。

●分解や修理、改造をしない
十分な強度が得られなくなり、思わぬ
ケガや事故、破損の原因になります。

●お子様だけで使用させない
思わぬケガや事故の原因になります。
本製品は小さな部品や、先端がキリ状
にとがった部品を使用するため取り付
け作業中もご配慮ください。

●よじ登ったりぶら下がったりしない
ケガや事故、破損の原因になります。

禁止

分解禁止

警 告

仕様仕様

DESIGNED IN JAPAN
MADE IN CHINA

※表示耐荷重は実験値であり、保証値ではありません。

TNP-40WH / TNP-60WH

材質

品番
取付寸法（cm） 高さ：190～ 300、幅 TNP-40WH：120～ 180 / TNP-60WH：180～ 287

TNP-��WH：10 / TNP-��WH：6
支柱 鉄・エポキシ樹脂粉体塗装
樹脂部品 ABS樹脂、PE樹脂、PP樹脂、合成ゴム
バネ バネ鋼・メッキ
ねじ類 鉄・メッキ

耐荷重（kg）

カーテンリング

カーテンパイプ（細）

カーテンパイプ（太）B

カーテンパイプ（太）B

カーテンリングをカーテンパイプ（太）Bに取り付けます。
取り付けるカーテンのフック数にあわせてカーテンリングの数量を調節してください。

カーテンリングを取り付ける5

カーテンパイプ（細）をカーテンパイプ（太）Bに差し込みます。

カーテンパイプ（細）を取り付ける6

カーテンパイプ（太）Bをカーテンパイプ（太）Aにねじ込みます。

カーテンパイプ（太）B

カーテンパイプ（太）A

TNP-40WHTNP-40WH

カーテンパイプ（太）Bをカーテンパイプ（太）Aにねじ込みます。

TNP-��WH・カーテン幅が210cm未満の場合TNP-��WH・カーテン幅が210cm未満の場合

カーテンパイプ（太）A

カーテンパイプ（太）B

カーテンパイプ（太）B

TNP-��WH・カーテン幅が210cm以上 ～ 270cmの場合TNP-��WH・カーテン幅が210cm以上 ～ 270cmの場合

カーテンパイプ（太）A

幅追加カーテンパイプ(太)
※高さ追加支柱と同じ長さです。

a. 幅追加カーテンパイプ(太)を、カーテンパイプ（太）Aにねじ込みます。
b. カーテンパイプ（太）Bを幅追加カーテンパイプ(太)にねじ込みます。

外ねじ

カーテンパイプ（細）

カーテンパイプの位置は支柱の設置後に調整します。

確認確認

固定ねじ

固定ねじ

軽く締め付ける

b 軽く締め付ける

カーテンパイプ（太）A

上支柱B

外ねじ

上支柱B

外ねじ

上支柱B

a. 上支柱Bの外ねじ側からカーテンパイプを差し込みます。
b. 両側の固定ねじを軽く締め付けて仮止めします。

内ねじ

上支柱A
×2

上支柱B
×2

高さ追加支柱
×2

伸縮支柱
×2

支柱固定
ねじ

グリップ
天井高さ250cm未満
の場合は使用しない

確認確認

TNP-40WH / TNP-��WH　共通

カーテンパイプ（太）A
×1

固定ねじ

TNP-��WH用

幅追加カーテンパイプ（太）
×1

TNP-��WH用
カーテンパイプ（太）A

×1

固定ねじ

バネケース
×2

カーテンリング
TNP-��WH　×�� / TNP-��WH　×��

カーテンパイプ（太）B
×1

固定ねじ

カーテンパイプ（細）
×1

キャップ
×4

ツメ（4か所）

カーテン幅210cm未満の場合は
使用しない

高さ追加支柱と幅追加カーテンパイプは同じ長さです。

確認確認



取付状態を確認する6

上支柱Bを伸縮支柱に取り付ける9

「取付前の準備」に記載のとおり、支柱固定ねじを緩め、グリップの端部を必ず「スタート線」に合
わせてから取り付けてください。

確認確認

●支柱の上下を入れ替えない
上下を入れ替えて設置すると、支柱が転倒するおそれがあります。

注 意

禁止

伸縮支柱

グリップ

支柱固定ねじ

グリップを締め付ける3

バネケースがキャップに収まるまで、グリップを「つっぱり」方向に回します。 （図 3）
バネケースがキャップ内に隠れたら、支柱を軽く引っ張ってしっかり圧着固定されているか確認
してください。

●「ストップ線」を超えるまでグリップを回さない
「ストップ線」を超える場合は、取付方法に誤りがあるか、取付場所に適していないこと
が考えられます。
取付場所を再確認し、手順1からやり直してください。

注 意

●取付面を破損しないように確認しながら圧着力を調整する

禁止

必ず守る

ストップ線

ストップ線

3

2-b

2-a

キャップからバネケース
が見える際は、手順3に
従って圧着力を増してく
ださい。

定期点検について定期点検について

バネケース
キャップ

3

2-a

伸縮支柱を固定する2

・貫通が不十分な場合、伸縮支柱が固定されずに縮むため、転倒の原因になります。
・伸縮支柱の「ストップ線」内でご使用をお願いします。「ストップ線」を越えると取付寸法範囲外
となり、転倒の原因となります。

確認確認

下図の範囲内でカーテンパイプ（細）を伸縮させて幅を調節します。

カーテンパイプの幅を調節する10

設定場所まで移動します。

支柱を設置する1

カーテンパイプの高さを調節する4

カーテンを取り付ける5

上支柱B

ねじ部
伸縮
支柱

●断面図
支柱
固定ねじ

b

●断面図

a

c しっかり締め付ける

ねじ部

上支柱

固定ねじ

固定ねじ

緩める

カーテンパイプ（細）カーテンパイプ（太）Bカーテンパイプ（太）A

カーテンパイプ（細）カーテンパイプ（太）Bカーテンパイプ（太）A

カーテンパイプ（細）カーテンパイプ（太）Bカーテンパイプ（太）A

幅追加カーテンパイプ（太）

お手入れや取付位置を変更する際は、取付方法の逆の手順で取り外します。

取外し方法取外し方法

廃棄する際は、居住地域の自治体のルールに従ってください。

廃棄方法廃棄方法

●汚れは水で薄めた中性洗剤で拭き取り、洗剤分が残らないよう拭き取った後、乾いた布で拭き
取ってください。
●たわしや磨き粉は使用しないください。傷が付く原因となります。

お手入れ方法お手入れ方法

●製品につきましては万全を期しておりますが、製品に不具合があった場合は、お買い上げの販
売店または記載の連絡先までご連絡いただきますようお願い申し上げます。
●天災などの不可抗力、経年劣化、改造、誤った使用方法による故障、破損、事故などに対する
補償はいたしません。
●日本国外に持ち出された製品は補償の対象外となります。

補償について補償について

●品質向上のため予告なく仕様及び外観を変更することがあります。仕様変更に伴い取扱説明書
も改訂することがあります。予めご了承ください。
●印刷の都合上、色調は実物と異なる場合もございます。

その他　注意事項その他　注意事項

TNP-��WHTNP-��WH

TNP-��WH・カーテンパイプ（太）A/Bの場合TNP-��WH・カーテンパイプ（太）A/Bの場合

TNP-��WH・カーテンパイプ（太）A/B+幅追加カーテンパイプ（太）の場合TNP-��WH・カーテンパイプ（太）A/B+幅追加カーテンパイプ（太）の場合

約103 ～ 162cm約103 ～ 162cm

約163 ～ 222cm約163 ～ 222cm

約209 ～ 269cm約209 ～ 269cm

カーテンのフックをカーテンリングに引っ掛けます。

●次のことを確認してからご使用ください。
・支柱が垂直に立っているか
・取付面に破損はないか
・カーテンパイプが水平に取り付けられているか
・グリップや固定ねじにゆるみはないか

●設置イメージ（TNP-40WH）

●設置イメージ（TNP-60WH）

●「ストップ線」を超えるまでカーテンパイプ（細）を伸ばさない
「ストップ線」を超えて伸ばすと、カーテンパイプ（細）が抜け落ちたり、耐荷重が低下し
たりする原因になります。

注 意

禁止

カーテンパイプ（細）カーテンパイプ（太）B
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